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田泰史、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：腎移植後症例に対するダプロデュスタッ

トの使用経験．第 55 回日本臨床腎移植学会 2022 年 2 月 23-25 日 （WEB 配信） 
82. 日村美鈴、村上礼一、藤田 雄、中田真道、金城育代、藤田 雄、島田美智子、中村典雄、大

山 力：RTC 資格を有する看護師介入による腎代替療法選択説明の現状．第 55 回日本臨床腎移

植学会 2022 年 2 月 23-25 日 （WEB 配信） 
83. 米山高弘、尾﨑佑輔、尾崎 魁、沖田和貴、小西 栄、小玉寛健、成田拓磨、小島由太、藤田

尚紀、岩村大径、岡本哲平、山本勇人、畠山真吾、橋本安弘、大山 力：遠隔転移を有する前

立腺癌に対するロボット支援前立腺全摘術の治療成績．第 14 回日本ロボット外科学会学術集

会 2022 年 2 月 26-27 日 （WEB 配信） 
84. 小玉寛健：イムノグロブリン N-glycan signature による腎細胞癌の診断法．第 17 回臨床糖鎖研究

会 2022 年 3 月 3 日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーションセンター） 
85. 米山 徹：高悪性度前立腺癌に対する α2，3 シリアル化 PSA density の病理学的・臨床的有用性．

第17回臨床糖鎖研究会 2022年3月3日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーションセンター） 
86. 野呂大輔：腎性貧血治療について．第 17 回臨床糖鎖研究会 2022 年 3 月 3 日 弘前市（弘前大

学健康未来イノベーションセンター） 
87. 大石卓也、相馬 理、得居範子、成田 知：Space OAR 挿入の初期経験． 第 25 回青森前立腺癌

研究会 2022 年 3 月 5 日  （WEB 開催） 
88. 楠本大樹、細越正吾、田中壽和、岩淵郁哉：当院における去勢抵抗性前立腺癌に対するリムパ

ーザの使用経験． 第 25 回青森前立腺癌研究会 2022 年 3 月 5 日  （WEB 開催） 
89. 田中龍馬、濱谷智子、百田匡毅：前立腺癌に対してネオアジュバント療法施行中に肺血栓塞栓

症をきたした 1 例． 第 25 回青森前立腺癌研究会 2022 年 3 月 5 日  （WEB 開催） 
90. 川口俊明、福井耕三、斎藤久夫、神村典孝、田中峻希、岩渕郁哉、吉川和暁、橋本安弘、大山 力：

青森県総合健診センターにおける前立腺がん検診 －令和 2 年度の健診結果および 18 年間の成

績－． 第 25 回青森前立腺癌研究会 2022 年 3 月 5 日  （WEB 開催） 
 
 

 

 

 

＊  研究会  
1. 畠山真吾：Tokyo GU class  2021 年 4 月 2 日 （WEB 配信） 
2. 畠山真吾：泌尿器癌薬物療法に関する最新の話題． 長野Urology Seminar  2021年4月14日（WEB

配信） 



3. 大山 力：閉会のあいさつ  Update on Prostate Cancer 2021 2021 年 4 月 21 日（WEB 配信） 
4. 大山 力：転移性尿路上皮癌におけるバベンチオ維持療法． GU Oncology Symposium in 

KOBE  2021 年 5 月 18 日 （WEB 配信） 
5. 畠山真吾：研究責任医師の立場から．令和 3 年度 第 1 回特定臨床研究講習会 2021 年 5 月 19

日 弘前大学医学部附属病院臨床試験管理センター（WEB 配信） 
6. 福士 謙：当施設における ADPKD 患者の透析導入状況． 青森県 ADPKD セミナー2021 2021

年 6 月 15 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 
7. 田中壽和：mHSPC に対する Upfront 治療の成績 real-world data in Aomori 青森前立腺癌治療セ

ミナー 2021 年 6 月 22 日 （WEB 配信） 
8. 畠山真吾：mCRPC の新たな治療． HACHINOHE CRPC Precision Medicine Online Seminar  2021

年 6 月 17 日 （WEB 配信） 
9. 畠山真吾：mCRPC の新たな治療． HACHONOHE CRPC Precision Medicine Online Seminar  2021

年 6 月 17 日 （WEB 配信） 
10. 畠山真吾：日本人における upfront 前立腺治療の重要性． 前立腺癌 WEB セミナー～実臨床か

ら考える転移性前立腺癌治療～ 2021 年 6 月 24 日 （WEB 配信） 
11. 山本勇人：IO+IO レジメンの Real World データ． 八戸泌尿器 I‐O Conference 2021 年 6 月 29 日 

八戸市（八戸市パークホテル） 
12. 大山 力：医療現場における遠隔医療のニーズと展望． 先進血液浄化療法学講座セミナー 未

来につなぐ遠隔医療を支えるシステム活用事案紹介． 2021 年 7 月 1 日 弘前市（弘前大学健

康未来イノベーションセンター） 2021 年 7 月 1 日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーショ

ンセンター） 
13. 畠山真吾：血液透析における遠隔医療の実際． 先進血液浄化療法学講座セミナー 2021 年 7 月

1 日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーションセンター） 
14. 大山 力：アビラテロンか？アパルタミドか？ Next Generation Seminar 2021 in 大分 2021 年 7

月 1 日 （WEB 配信） 
15. 大山 力：新たな腎癌薬物療法 カボザンチニブの位置づけと展望． 気仙 泌尿器 Forum 

2021 年 7 月 8 日 大船渡市（大船渡プラザホテル） 
16. 畠山真吾：アビラテロンか？アパルタミドか？ Osaka Medical Prostate Cancer Seminar 2021 年 7

月 8 日 （WEB 配信） 
17. 岩村大径：ASCO-GU、ASCO、EAU2021 より最新情報．青い森泌尿器科セミナー2021 2021 年

7 月 20 日 （WEB 配信） 
18. 大山 力：前立腺癌治療の治療戦略 －弘歳大学泌尿器科治療指針を中心に－．青い森泌尿器

科セミナー2021 2021 年 7 月 20 日 （WEB 配信） 
19. 米山高弘：泌尿器科領域における最新のトピックスと取り組み－ロボット支援膀胱全摘除術＋

体腔内 U 字回腸新膀胱－． 青森県リレーWeb セミナー～泌尿器科 Up to date ～ 2021 年 7 月

27 日 （WEB 配信） 
20. 岡本哲平：泌尿器診療における制酸剤の使用について～PPI の功罪～． 青森県リレーWeb セミ

ナー～泌尿器科 Up to date ～ 2021 年 7 月 27 日 （WEB 配信） 



21. 畠山真吾：最新エビデンスから考える前立腺癌治療戦略．愛媛県前立腺癌学術講演会 2021 年

7 月 29 日 （WEB 開催） 
22. 野呂大輔、小島由太：当院における IO＋IO 使用経験． RCC WEB セミナー in 青森 2021 年

8 月 25 日 （WEB 配信） 
23. 大山 力：進行性前立腺癌の治療を考える． Prostate Cancer Frontier Confernce  2021 年 9 月 1

日 （WEB 配信） 
24. 米山高弘：RARP/RARC の Advanced Case. 第 2 回泌尿器ロボット手術 WEB セミナー 2021 年

9 月 9 日 （WEB 配信） 
25. 盛 和行：生体腎移植と FFP． 青森アフェレーシス研究会 2021 年 9 月 21 日 （WEB 配信） 
26. 伊藤弘之、田中壽和、吉川和暁：パネルディスカッション 青森県ハイブリッド Web 講演会－

RCC－ 2021 年 9 月 28 日 （WEB 配信） 
27. 福士 謙：当院の ADPKD 患者の治療． 青森市多発性嚢胞腎学術講演会 2021 年 10 月 5 日青

森市（アートホテル青森）（WEB 配信）  
28. 畠山真吾：当院におけるリムパーザと BRCA 遺伝子検査の位置づけ． 徹底討論、BRCA 遺伝

子検査の実践 2021 年 10 月 11 日 （WEB 配信） 
29. 畠山真吾：転移性前立腺がん治療の最前線． 前立腺がん Web セミナー 2021 年 10 月 18 日 

（WEB 配信） 
30. 畠山真吾：mRCC における QOL の重要性． mRCC QOL Seminar  2021 年 10 月 27 日 （WEB

配信） 
31. 石橋祐介、鈴木裕一朗、得居範子：パネルディスカッション  青森県ハイブリッド Web 講演会

-UC- 2021 年 11 月 2 日 （WEB 配信） 
32. 田中壽和：MOCRPC の診断と治療．CRPC 治療 UP TO DATE 2021 年 11 月 8 日 （WEB 配信） 
33. 畠山真吾：進行性前立腺癌の治療戦略～ラジウム-223．導入のタイミング～． CRPC 治療 UP TO 

DATE 2021 年 11 月 8 日 （WEB 配信） 
34. 畠山真吾：インライタの特性を再考する． Pfizer Oncology Internet Symposium RCC in Tohoku  

2021 年 11 月 9 日 （WEB 配信） 
35. 岡本哲平：泌尿器癌の ICI 治療と irAE 心筋炎について． 第 5 回 Onco-Cardiology 講演会 2021

年 11 月 10 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 
36. 畠山真吾：Real-world data からみえてきた 1 次化学療法の現状と課題． BEYOND 2021 The KEY 

Conferencec UC 2021 年 11 月 21 日 （WEB 配信） 
37. 山本勇人：アパルタミドの基本的な特徴・エビデンスについて． 前立腺癌皮疹マネジメント

Web セミナー 2021 年 11 月 25 日 （WEB 配信） 
38. 野呂大輔：当院における腎性貧血治療について． 腎性貧血治療講演会 2021 年 12 月 16 日 （WEB

配信） 
39. 成田琢磨：当医療圏における転移性尿路上皮癌の Real World data.  AOMORI Urology Seminar 

2021 ~パドセブの適正使用を考える～ 2022 年 1 月 25 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 
40. 大山 力：進行性尿路上皮癌の unmet needs と strategy. パドセブ発売記念講演会 in 広島 2022

年 1 月 28 日 広島市（ホテルグランヴィア広島）（ハイブリッド開催）  



41. 畠山真吾：女性の膀胱全摘． 第 6 回 URONOMA  2022 年 3 月 4 日  （WEB 配信） 
42. 佐藤天童：転移性ホルモン感受性前立腺癌の治療戦略について．Aomori Prostate Cancer Lecture 

Meeting 2022  2022 年 3 月 5 日  （WEB 配信） 
43. 鈴木裕一朗：去勢抵抗性前立腺癌の治療戦略について． Aomori Prostate Cancer Lecture Meeting 

2022  2022 年 3 月 5 日  （WEB 配信） 
44. 大山 力：CSP 治療の global trend と daily practice. 前立腺がん Web セミナー in Aomori 2022 年

3 月 7 日  （WEB 配信） 
45. 畠山真吾：温故知新：古くて新しいクレメジンの有効性． クレメジン 30 周年記念講演会 in 青

森 2022 年 3 月 15 日 （WEB 配信） 
46. 田中壽和：日常診療における前立腺癌薬物療法．Aomori Prostate Cancer Web Seminar ~若手メン

バーで最新の前立腺癌治療を考える~ 2022 年 3 月 15 日 （WEB 配信） 
47. 佐藤天童、三上穣太郎、濱野逸人：前立腺癌の治療戦略を考える．Aomori Prostate Cancer Web 

Seminar ~若手メンバーで最新の前立腺癌治療を考える~ 2022 年 3 月 15 日 （WEB 配信） 
48. 大山 力：進行性尿路上皮癌の unmet needs strategy.  北大阪泌尿器疾患講演会 2022 年 3 月 17 日 

（WEB 配信） 
49. 大山 力：大山教授ご就任からの泌尿器科学講座のあゆみ~大山教授が考える最高のチーム作り

とは~． 日本新薬株式会社 Web 社内講演会 2022 年 3 月 25 日 （WEB 配信） 
50. 畠山真吾：QOL に関するテーマ．RCC Web Live Seminar  2022 年 3 月 29 日 （WEB 配信） 
51. 畠山真吾：Intermediate/poor risk に対する IO+IO+TKI の使い分け．GU Cancer Conference in 

Tokyo  2022 年 3 月 30 日 （WEB 配信）  
52. 杉山尚樹：当院の透析患者の高血圧および心不全の現状．弘前市透析治療セミナー 2022 年 3

月 31 日 弘前市（ホテルニューキャッスル弘前） 
 
 
 

特別講演，等  
＊  国際  
1.  Ohyama C：How to improve oncological  outcome of high-risk prostate cancer.  The 37 t h  

Korea-Japan Urological  Congress  2021 年 10 月 30 日  米子市（米子カルチャーホ

ール）（ハイブリッド開催）  
 

＊  国内  
1. 大山 力（特別講演）：シニア世代の筋層浸潤慢性膀胱癌の治療戦略．第 34 回日本老年泌尿器

科学会 2021 年 5 月 13-15 日 （WEB 開催） 
2. 大山 力（特別講演）：転移性尿路上皮癌におけるバベンチオ維持療法． GU Oncology 

Sympojium in KOBE  2021 年 5 月 18 日 （WEB 配信） 
3. 大山 力（特別講演）：Paradigm shift for treatment urothelial cancer -JAVELIN Bladder 100- ． 富

山泌尿器癌 Wen 講演会 2021 年 5 月 19 日 （WEB 配信） 



4. 畠山真吾（教育セミナー2）：弘前大学における生体・献腎移植への取り組み～地方における連

携と継承への課題～． 第 36 回腎移植・血管外科研究会 2021 年 6 月 10-11 日 （WEB 配信） 
5. 大山 力：腎不全医療の進歩～腎移植を中心に～． 第 47 回青森県医学検査学会 2021 年 6 月

6 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） ハイブリッド開催 
6. 大山 力（特別講演）：手術支援ロボットを利用した筋層浸潤膀胱癌の治療戦略．第 18 回神奈

川泌尿器科学研究会 2021 年 9 月 8 日（WEB 配信） 
7. 畠山真吾（教育セミナー6）：日本人 mCSPC の治療変遷と新規ホルモン療法時代の予後．第 28

回日本排尿機能学会 2021 年 9 月 10 日 松本市（ホテルブエナビスタ）（WEB 配信）ハイブリ

ッド開催 
8. 岩村大径（ランチョンセミナー4）：WEBMRI を用いた進行性前立腺癌の治療戦略．第 49 回日本

磁気共鳴医学会大会 2021 年 9 月 10 日 横浜市（パシフィコ横浜）  
9. 畠山 真吾（シンポジウム 16）： 局所進行性・オリゴ転移前立腺癌に対する RARP による原発

巣介入の意義． 第 35 回日本泌尿器内視鏡学会 2021 年 11 月 13 日 横浜市（パシフィコ横浜） 
10. 畠山真吾（共催セミナー1）：日常診療におけるリムパーザの価値～mCRPC 治療のパラダイムシ

フト～． 日本性機能学会第 31 回学術総会 2021 年 11 月 14 日 （WEB 配信） 
11. 米山高弘（白熱討論）：遠隔転移を有する前立腺癌に対する原発巣手術療法． 日本泌尿器腫瘍

学会第７回学術集会 2021 年 10 月 23-24 日 横浜市（タカシマヤローズホール） 
12. 大山 力（教育講演 18）：上部尿路上皮癌のリンパ節郭清．泌尿器癌手術：尿路上皮癌における

リンパ節郭清の意義． 第 109 回日本泌尿器科学会総会 2021 年 12 月 7-10 日 横浜市（パシ

フィコ横浜） 
13. 米山高弘（シンポジウム）：我々の行っている U 字回腸新膀胱造設術．第 109 回日本泌尿器科学

会総会 2021 年 12 月 7-10 日 横浜市（パシフィコ横浜） 
14. 大山 力（特別講演）：高難度 RARP への挑戦． 2022 年 1 月 15 日 大分泌尿器疾患学術講演

会 （WEB 配信） 
15. 畠山真吾（スポンサードセッション）：血中 Cell-free DNA の新たな活用法：侵襲評価マーカー

としての有用性．第 6 回 Liquid Biopsy 研究会 2022 年 1 月 28-29 日 東京都新宿区（京王プ

ラザホテル） 
16. 米山 徹、山本勇人、飛澤悠葵、米山美穂子、畠山真吾、成田拓磨、小玉寛健、百田匡毅、伊

藤弘之、成田伸太郎、三塚浩二、米山高弘、橋本安弘、伊藤明宏、土屋順彦、羽渕友則、大山 

力：高悪性度前立腺癌に対する α 2,3 シアリル化 PSA density の病理学的・臨床的有用性． 第
31 回泌尿器科分子・細胞研究会 2022 年 2 月 25-26 日 （WEB 開催） 

17. 岩村大径、水野 桂、米山 徹、畠山真吾、赤松秀輔、飛澤悠葵、大山 力：血清免疫グロブ

リンの N-glycan プロファイルを基盤とした機械学習アプローチによる泌尿器癌の新規診断モ

デルの開発． 第 31 回泌尿器科分子・細胞研究会 2022 年 2 月 25-26 日 （WEB 開催） 
18. 岡本哲平（ランチョンセミナー10）：慢性腎臓病患者における亜鉛とその管理の意義を考える． 

第 55 回日本臨床腎移植学会  2022 年 2 月 25 日 （WEB 開催） 
19. 飛澤悠葵（特別講演）：膜貫通型ヒアルロン酸分解酵素の性状解析とヒアルロン酸代謝への影響． 

第17回臨床糖鎖研究会 2022年3月3日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーションセンター） 



20. 岡本哲平（指定演題）：前立腺癌治療の最新情報～海外学会の報告と治験関連のお知らせ～． 第
25 回青森前立腺癌研究会 2022 年 3 月 5 日  （WEB 開催） 
 

 
＊  研究会  
1. 大山 力：MOCRPC の 1 次治療におけるニュベクオの役割． ニュベクオ発売 1 周年記念講演

会 in Tokyo 2021 年 5 月 22 日 
2. 畠山真吾：当院における前立腺癌の治療について． 第 16 回山梨県泌尿器癌勉強会 2021 年 5

月 25 日 （WEB 配信） 
3. 大山 力：Paradigm shift for the treatment of urothelial cancer －JAVELIN Bladder 100－． 第 5 回 

Fukuoka Urology Symposium  2021 年 6 月 12 日  （WEB 配信） 
4. 大山 力（特別講演）：進行性前立腺癌の治療戦略．第 18 回 JUICE ~Jonan Urological Innovative 

Conference~ 2021 年 6 月 21 日 （WEB 配信） 
5. 大山 力（特別講演）：RARP advanced course． Total Urology Expert Cnference  2021 年 6 月 24 日  

（WEB 配信） 
6. 畠山真吾（特別講演）：アビラテロンか？アパルタミドか？ Next Generation Seminar 2021 in 大

分 2021 年 7 月 1 日 （WEB 配信） 
7. 大山 力：進行前立腺癌の治療戦略． 令和 3 年度秋田大学医学部泌尿器科同窓会 虚の会 

2021 年 7 月 3 日 秋田市（秋田キャッスルホテル） 
8. 大山 力：CLOSING REMARKS ウパシタ新発売記念講演会 2021 年 9 月 5 日 仙台市（仙

台国際ホテル） 
9. 大山 力（特別講演）：進行性前立腺癌の治療戦略． 第 17 回千葉泌尿器疾患カンファレンス 2021

年 9 月 16 日 （WEB 配信） 
10. 大山 力（特別講演）：Paradigm shift for treatment urothelial cancer -JAVELIN Bladder 100- ． 

Urologoc Oncology Submit in 函館・室蘭 2021 年 9 月 30 日 （WEB 配信） 
11. 畠山真吾（特別講演）：新規ホルモン薬早期導入の治療戦略とエンザルミドの役割．イクスタン

ジ キーエビデンス講演会 2021 年 10 月 14 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 
12. 畠山真吾（特別講演）：前立腺癌に関する臨床試験の立ち上げ方と臨床論文の書き方． 第 14

回信州若手スキルアップ勉強会 2021 年 11 月 27 日 松本市（イオンモール松本）（WEB 配信） 
13. 畠山真吾（特別講演）：Real World Data から考える今後の進行性尿路上皮癌の最新の治療戦略． 

泌尿器科セミナー（MSD） 2021 年 12 月 16 日 （WEB 配信） 
14. 畠山真吾：ケースディスカッション GU Oncology Internet Symposium in Saitama West 2022 年 2 月

10 日 （WEB 配信） 
15. 田中壽和（特別講演）：mCSPC に対する upfront 治療のリアルワールドデータ． 前立腺がん Web

セミナー in Aomori 2022 年 3 月 7 日  （WEB 配信） 
16. 鈴木裕一朗、得居範子、野呂大輔：ディスカッション  前立腺がん Web セミナー in Aomori 2022

年 3 月 7 日  （WEB 配信） 
17. 大山 力（特別講演）：進行性前立腺癌の治療戦略． 函館泌尿器科医会学術講演会  2022 年 3 月



9 日 函館市（フォーポイントバイシェラトン）（WEB 配信） 
18. 大山 力（ディスカッション）：Up front Docetaxel 後の至適シークエンスとは． CRPC 化学療法

懇話会 2022  2022 年 3 月 10 日 青森市（ホテル青森）大山 力（セッション 2）：進行性尿路上

皮癌の unmet needs strategy. Urothelial Carcinoma expert meeting in Tohoku  2022 年 3 月 16 日 
（WEB 配信） 
 

座長，等  
・  大山  力：   

国内  
1.   みちのく泌尿器科セミナー  2021 年 4 月 3 日  弘前市（ホテルニューキャッス

ル）  
  嘉島相輝：腎細胞癌に対する iPS 細胞技術を用いた再生 T 細胞療法の可能性．  

他 1 題  
2.   Merck & Pfizer GU Oncology Symposium 2021  2021 年 4 月 10 日（WEB 配  信）  

  パネルディスカッション  
   菊池栄次、小原  航、北村  寛、土屋順彦  

3.  第 262 回日本泌尿器科学会東北地方会  2021 年 4 月 17 日  （WEB 配信）  
  ランチョンセミナー  

  久米春喜：泌尿器腫瘍のゲノム研究：腎癌を中心に  
4.  第 34 回日本老年泌尿器科学会  2021 年 5 月 13-15 日  （WEB 開催）  

  ランチョンセミナー 4 前立腺癌疾患最新治療について  
   関戸哲利：プレフレイル・フレイル高齢者における前立腺肥大症の治療戦

略．（他 1 題）  
5.  第 36 回腎移植・血管外科研究会 2021 年 6 月 10-11 日 （WEB 配信） 

  シンポジ ウ ム 3  地方 の腎 移植の継続と継承 ―組織・指導医の取り組みと             

今後の展望―  
   堀田記世彦：泌 尿器科講座で腎移植を継続、発展させるための取り 組     

み．他 3 題  
6.  第 47 回東北腎不全研究会  2021 年 8 月 28-29 日  （WEB 配信）  

  特別講演 1 
   白岩康夫：透析療法  東北地方での幕明け．  

  共催セミナー 2 
   大山  力、風間  順一郎：血液透析遠隔管理システムの展望．  

6.  第 86 回日本泌尿器科学会東部総会  2021 年 9 月 4 日  （WEB 開催）  
①  ランチョンセミナー  

   横溝  晃：CARD 試験からひも解く化学療法の役割．  他 1 題  
②  イブニングセミナー  

   三好康秀：mCSPC の治療戦略．  他 1 題  



7.  第 263 回日本泌尿器科学会東北地方会  2021 年 9 月 18 日  （WEB 開催）  
  ランチョンセミナー  

   三井貴彦：山梨大学における夜間頻尿を含む排尿自立支援への取り組み． 
8.  第 59 回日本癌治療学会学術集会  2021 年 10 月 21-23 日  横浜市（パシフィコ横

浜）（ハイブリッド開催）  
   一般口演 21 泌尿器 6 腎・尿路  手術療法 2 

   田中  一：局所進行腎細胞癌における正常腎実質浸潤の意義 :画像および組

織学的所見に基づく考察  
8.  日本泌尿器腫瘍学会第７回学術集会  2021 年 10 月 23-24 日  （横浜市）  

①  特別講演 1 
  荒井陽一：泌尿器がんの臨床研究に学ぶ  

②  市民公開講座  知っていただきたい前立腺癌  
  小路  直：前立腺癌の疫学と診断－早期発見のための戦略にせまる― 他

5 題  
9.  第 35 回日本泌尿器内視鏡学会  2021 年 11 月 13 日  横浜市（パシフィコ横浜）  

①  JSE 指定教育プログラム  2  Laparoscopy：ロボット支援手術の基本手技  
  服部一紀：ロボット支援手術の基本手技―ロボットの利点を最大限に活か

すために．  他 2 題  
②  第  1  回ロボット支援手術研究助成金  

  日向信之：可溶性金属クリップの開発．  他 6 題  
③  シンポジウム 15  RARC における尿路変向術の最適化  

  米山高弘： ICUD での  U 字回腸新膀胱の作成法と機能．  他 4 題  
④  ランチョンセミナー  10 

  橋本浩平：1 年間の臨床経験から見えてきた、リムパーザと  BRCA 検査． 
10.  第 109 回日本泌尿器科学会総会  2021 年 12 月 7-10 日  横浜市（パシフィコ横浜）  

   シンポジウム 20 ロボット支援膀胱全摘除術における ICUD のコツとピット

フォール：安定した新膀胱・回腸導管造設に向けて  
   全並  賢二： ICUD による回腸導管造設術のコツ．  他 3 題  

   Late-breaking Session 1 
   鎌迫  智彦：教師付き機械学習アルゴリズムによる間質性膀胱炎 /膀胱痛症  

候群患者の膀胱生検組織の新規バイオマーカーの同定．  他 3 題  
11.  第 159 回弘前医学会例会  2022 年 1 月 21 日  弘前市（弘前大学医学部新講義棟） 

  齋藤紀先：COVID-19 感染症とうつ病－免疫学的見地から．  
12.  第 55 回日本臨床腎移植学会  2022 年 2 月 23-25 日  （WEB 配信）  

   一般演題 23 地域医療・AI 
   小玉寛健、小西  栄、畠山真吾、大山  力：AI ソフトウエアによる  BK ウ
イルス感染予測モデルの開発．  他 3 題  

13.   第  14 回日本ロボット外科学会学術集会  2022 年 2 月 26-27 日  （WEB 配信）  



   領域別シンポジウム  2【腎・膀胱】  
   高木敏男：RAPN の現状と展望．  他 5 題  

14.  第 13 回泌尿器抗加齢医学研究会  2022 年 2 月 27 日  沖縄県名護市（万国津梁館）

（ハイブリッド開催）  
  ランチョンセミナー  
  舛森直哉：前立腺肥大症と前立腺癌の基礎と臨床．  

15.  第 17 回臨床糖鎖研究会  2022 年 3 月 3 日  弘前市（弘前大学健康未来イノベー

ションセンター）  
   特別講演  

  飛澤悠葵：膜貫通型ヒアルロン酸分解酵素の性状解析とヒアルロン酸代謝

への影響．  



 

＊  研究会  
1.  GU Oncology Symposium In AOMORI  2021 年 4 月 6 日  （WEB 配信）  

  特別講演   
   江藤正俊：転移性尿路上皮癌一次治療の新展開．  

2.  エナロイ錠発売記念  Web 講演会  in  弘前   2021 年 4 月 20 日（WEB 配信）  
  特別講演  
  田中哲洋：腎性貧血治療における HIF-PH 阻害薬のポジショニングと適

正使用について．  
3.  青森 CKD フォーラム  in 弘前  2021 年 4 月 27 日  弘前市（アートホテル弘前

シティ）  
  特別講演  
  中村典雄：慢性腎臓病の管理～診療の実際と医療連携～．  

4.  富山県泌尿器 Web 講演会  2021 年 5 月 19 日  （WEB 配信）  
  特別講演  
  北 村  寛 ： Paradigm shift  for treatment urothelial  cancer － JAVELIN 

Bladder 100－．  
5.  青森カルチニンカンファレンス  2021 年 5 月 29 日  （WEB 配信）  

  特別講演  
  深水  圭：透析患者におけるカルチニン欠乏症と補充療法の可能性．  

  ディスカッション  
  今西賢悟：カルニチンの使い方を考える．  

6.  腎性貧血治療を考える会  for Dialysis patient   6 月 1 日  （WEB 配信）  
  特別講演  

  倉賀野陸裕：もう一度考えよう腎性貧血治療の質と量．  
7.  GU Oncology Internet  Symposium 2021 年 6 月 2 日  （WEB 配信）  

  土谷順彦：尿路上皮癌におけるバベンチオ維持療法の意義を考える．  
8.  ニュベクオ WEB conference 2021 年 6 月 3 日  （WEB 配信）  

  鈴木啓悦：M0CRPC の臨床的特徴と個別化治療．  他 1 題  
9.  青森県 ADPKD セミナー 2021 2021 年 6 月 15 日  弘前市（ホテルニューキャッ

スル）  
   金城育代：当施設における ADPKD 診療について．  

10.   マスーレッド錠新発売記念講演会  in Aomori 2021 年 6 月 16 日  （WEB 配信）  
   谷口正智：HIF－ PH 阻害剤を考える～マスーレッド錠への期待～．  

11.  Update on Prostate Cancer 2021 2021 年 6 月 19 日  （WEB 配信）   
  上村博司：Apaltamide の実臨床におけるマネジメント．  

12.  青森前立腺癌治療セミナー  2021 年 6 月 22 日  （WEB 配信）  
  田中壽和：mHSPC に対する Upfront 治療の成績  real -world data in Aomori  



13.  Chemotherapy Forum @mCRPC 2021 年 6 月 29 日（WEB 配信）  
  成田伸太郎：mCRPC に対する AR 標的薬の治療方針．  他 2 題  

14.  青森県リレーWeb セミナー～泌尿器科  Up to date ～  2021 年 7 月 27 日  （WEB
配信）  
   米山高弘：泌尿器科領域における最新のトピックスと取り組み－ロボット

支援膀胱全摘除術＋体腔内 U 字回腸新膀胱－．  
15.  前立腺癌 Web セミナー  2021 年 8 月 4 日  （WEB 配信）  

   藤田和利：実臨床データから読み解く mCSPC 治療戦略－アビラテロンの価

値と役割－．  
16.  第 2 回泌尿器ロボット手術 WEB セミナー  2021 年 9 月 9 日  （WEB 配信）  

   米山高弘：RARP/RARC の Advanced Case.  
17.  青森アフェレーシス研究会  2021 年 9 月 21 日  （WEB 配信）  

   盛  和行：生体腎移植と FFP．  他 1 題  
18.  青森県ハイブリッド Web 講演会－RCC－  2021 年 9 月 28 日  （WEB 配信）  

   伊藤弘之、田中峻希、田中壽和、吉川和暁：パネルディスカッション  
19.  Prostate cancer conference Japan 2021  2021 年 10 月 12 日  （WEB 配信）  

   胡桃坂仁志：染色体構造における cGAS-STING 経路の制御．  他 2 題  
20.  イクスタンジ  キーエビデンス講演会  2021 年 10 月 14 日  弘前市（アートホテル

弘前シティ）  
  畠山真吾（特別講演）：新規ホルモン薬早期導入の治療戦略とエンザルミ  

ドの役割．  
21.  青森県ハイブリッド Web 講演会 -UC- 2021 年 11 月 2 日  （WEB 配信）  

   石橋祐介、鈴木裕一朗、得居範子：パネルディスカッション  
22.  CRPC 治療 UP TO DATE 2021 年 11 月 8 日  （WEB 配信）  

   田中壽和：MOCRPC の診断と治療．  
23.  AOMORI キンダリー透析剤 5 号発売 1 周年記念 WEB 講演会  2021 年 11 月 16 日  

（WEB 配信）  
   稲熊大城：電解質から見た透析液選択の考え方．  

24.  前立腺癌皮疹マネジメント Web セミナー  2021 年 11 月 25 日  （WEB 配信）  
   藤田倫江：アパルタミドの皮疹を考える～APA 関連皮疹のマネジメント～． 

25.  IO-IO RCC Short  Web Live Seminar ~Clinical  Benefit  of Durabil i ty~  2021 年 12 月

2 日   （WEB 配信）  
  高木敏男：長期フォローアップで見えた  IO combination のベネフィット．  

26.   腎性貧血治療講演会  2021 年 12 月 16 日  （WEB 配信）  
  特別講演  
   鶴屋和彦：腎性貧血治療の進歩と課題、今後の展望．  

27.  Meet The Expert  2022 2022 年 1 月 22 日  （帝国ホテル東京）（WEB 配信）  
  上村博司：日本の転移性前立腺がん治療の展望．  



28.  AOMORI Urology Seminar 2021 ~パドセブの適正使用を考える～  2022 年 1 月

25 日  弘前市（ホテルニューキャッスル）  
  成田琢磨：当医療圏における転移性尿路上皮癌の Real World data.   

29.  青森県排尿障害診療を考える会  2022 年 2 月 10 日  弘前市（ホテルニューキャ

ッスル）  
  波間孝重：日常診療における排尿障害をエビデンスから見つめなおす．  

30.  透析施設での新しいカリウム管理を考える  2022 年 2 月 22 日  弘前市（ホテル

ニューキャッスル）  
  特別講演  
  藤田  雄：透析施設における新しいカリウム管理．  

31.  Aomori Prostate Cancer Lecture Meeting 2022  2022 年 3 月 5 日   （WEB 配信）  
  特別講演  
  掛田伸吾：前立腺癌における MRI 診断．  

32.  Merck & Pfizer GU Oncology Symposium DUAL 2022 2022 年 3 月 12 日  横浜市（パ

シフィコ横浜）   
  北野滋久：免疫学的視点から尿路上皮癌の治療を考える．  

33.  CRPC 化学療法懇話会  2022  2022 年 3 月 10 日  青森市（ホテル青森）  
  鈴木啓悦：進行性前立腺癌の治療戦略：Bad Cncer を見逃すな！   

34.  クレメジン 30 周年記念講演会  in  青森  2022 年 3 月 15 日  （WEB 配信）  
  特別講演  
  阿部高明：糖尿病性腎炎と尿毒症物質．  

35.  Aomori CRPC Precision medicine Online Seminar 2022 年 3 月 29 日  （WEB 配信） 
  木村高弘：泌尿器科医がはじめて直面するがんゲノム医療の実際．  

36.  弘前市透析治療セミナー  2022 年 3 月 31 日  弘前市（ホテルニューキャッスル

弘前）  
  杉山尚樹：当院の透析患者の高血圧および心不全の現状．  

 

 
  橋本安弘  

1.  第 262 回日本泌尿器科学会東北地方会  2021 年 4 月 17 日（WEB 配信）  
  一般演題 2「膀胱・前立腺・尿道・精巣」  
  赤井太郎：膀胱全摘後リンパ漏に対して、超音波ガイド下鼠経リンパ節

内リンパ管造影にて治療しえた 1 例．  他  
2.  青い森泌尿器科セミナー 2021 2021 年 7 月 20 日  （WEB 配信）  

  岩村大径：ASCO-GU、ASCO、EAU2021 より最新情報．   



3.  Aomori Prostate Cancer Seminar 2021  2021 年 8 月 5 日  （WEB 配信）  
  特別講演  
  三宅英明：転移性前立腺の治療戦略．  

4.  第 47 回東北腎不全研究会  2021 年 8 月 28-29 日  （WEB 配信）  
  一般演題 3［  CAPD・HD ］  

  佐々木隆聖：大規模災害発生時の北東北 3 県における腹膜透析患者の

受入準備状況  第一報．  他 6 題  
5.  第 263 回日本泌尿器科学会東北地方会  2021 年 9 月 18 日  （WEB 開催）  

  優秀セッション 2 優秀演題候補演題  
   三浦佑規：脊髄くも膜下硬膜外併用麻酔下に施行した膀胱全摘除術と

回腸新膀胱増設術の一例．  
6.  Aomori Prostate Cancer Lecture Meeting 2022  2022 年 3 月 5 日   （WEB 配信）  

  佐藤天童：転移性ホルモン感受性前立腺癌の治療戦略について．  他１

題  
 

 

 米山高弘  
1. 第 47 回東北腎不全研究会 2021 年 8 月 28-29 日 （WEB 配信） 

 一般演題 5［ 腎移植 ］ 
 西田 隼人：ミトコンドリア遺伝子異常を有する母娘間で生体腎移植を実施された

一例． 
他 6 題 

 
 

 畠山真吾 
1.  第 44 回青森人工透析研究会 2021 年 6 月 20 日 （WEB 配信） 

 特別講演 3 
  小林大樹：シャントエコーの活用法． 

2.  Tohoku Prostate Cancer Conference  2021 年 7 月 14 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 
 特別講演 

 塩田真己：個別化医療時代の CRPC 医療 
3.  Aomori Prostate Cancer Seminar 2021  2021 年 8 月 5 日 （WEB 配信） 

  ディスカッションパート 進行性前立腺癌の治療戦略を考える． 
4.  第 47 回東北腎不全研究会 2021 年 8 月 28-29 日 （WEB 配信） 

 共催セミナー3  
 風間 順一郎：透析アミロイドーシスの病態とリクセルの新展開． 

 

 山本勇人 



1.  Aomori Prostate Cancer Web Seminar ~若手メンバーで最新の前立腺癌治療を考える~ 2022年 3月
15 日 （WEB 配信） 

① 田中壽和：日常診療における前立腺癌薬物療法．  
② 佐藤天童、三上穣太郎、濱野逸人：前立腺癌の治療戦略を考える． 

 
 岡本哲平 
1. 第 47 回東北腎不全研究会 2021 年 8 月 28-29 日 （WEB 配信） 

 一般演題 2［ 看護・臨床 ］ 
 中村 真希子：透析見合わせをした高齢透析患者の終末期ケアを振り返る 

～遺族インタビューとデスカンファレンスを実施して～．  他 5 題 
 

 岩村大径  
1. 第 47 回東北腎不全研究会 2021 年 8 月 28-29 日 （WEB 配信） 

 一般演題 6［ 患者ケア・医療安全 ］ 
 遠藤 布美：透析患者の高齢化の現状と介護のニーズの変化から見えてくる課題．                  

他４題 

 
 

 

社会貢献  
1. 2021 年度青森県腎臓バンクセミナー 2021 年 5 月 27 日 青森市（青森明の星短期大学） 

 大山 力：～みんなで考えてみよう～青森県の腎移植と弘大病院の役割． 
2. 2021 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 2021 年 5 月 30 日 弘前市 

 畠山真吾：腎移植の実際． 
 大山 力：青森県の腎移植と弘大病院の役割． 

3. 2021 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 2021 年 6 月 23 日 青森市（青森県立保

健大学） 
 畠山真吾：腎移植の実際． 
 大山 力：青森県の腎移植と弘大病院の役割． 

4. 2021 年度青森県腎臓バンクセミナー 青森県理学療法士会 6 支部合同研修会  
2021 年 7 月 10 日 （WEB 開催） 
 大山 力：腎不全とその治療． 

5. 2021 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 2021 年 10 月 1 日 黒石市（黒石高等

学校専攻科看護科） 
  畠山真吾：腎移植の実際． 
  畠山真吾：青森県の腎移植と弘大病院の役割． 

6. 2021 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全と腎移植 2021 年 10 月 16 日 （WEB 開催） 
 畠山真吾：腎移植の実際． 



 大山 力：青森県の腎移植と弘大病院の役割． 
7. 第 14 回弘大病院がん診療市民公開講座 2021 年 12 月 12 日 （WEB 開催） 

  大山 力：開会のあいさつ 
8. 2021 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 2022 年 2 月 10 日 弘前市（国立病

院機構弘前病院 附属看護学校） 
   畠山真吾：腎移植の実際． 
   大山 力：青森県の腎移植と弘大病院の役割． 

 

 

学術賞  
 

 

 

研究助成  
＊文部科学省科学研究費  
  

 

 

 
特許出願  

1. ・発開示 16-14Y 
・発明の名称：N 結合型糖鎖を利用した尿路上皮癌の診断方法． 
・出願番号：特願 2017－207526 
・特許庁提出日：2021 年 8 月 6 日 
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